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委員会の活動状況
戦
略
企
画
雇
用
経
済 

常
任
委
員
会

環
境
生
活
農
林
水
産 

常
任
委
員
会

環
境
生
活
農
林
水
産 

常
任
委
員
会

総
務
地
域
連
携
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進 

常
任
委
員
会

医
療
保
健
子
ど
も
福
祉
病
院 

常
任
委
員
会

防
災
県
土
整
備
企
業 

常
任
委
員
会

教
育
警
察 

常
任
委
員
会

　
行
財
政
の
運
営
、
地
域
振
興
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

県
南
部
地
域
の
活
性
化
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
な
ど
に
つ
い

て
、
審
査
・
調
査
し
て
い
ま
す
。

［
委
員
会
開
催
回
数
10
回
］

審
査
・
調
査
の
概
要

　
行
財
政
改
革
取
組
の
進
捗
や
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、交
通
政
策
、

南
部
地
域
の
活
性
化
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
つ

い
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
南
部
地
域
は
人
口
減
少
や
若
者
の
定
住
率
の
低
下
な

ど
、
多
く
の
課
題
が
依
然
と
し
て
あ
り
、
北
中
部
地
域
と
比
べ

て
解
消
す
べ
き
差
異
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
差
異
が
南
部
地
域
に

お
い
て
深
刻
な
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
危
機
感

を
持
っ
て
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
県
当
局
に
要
望

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
о
Ｔ
技
術
を

活
用
し
県
内
企
業
の
生
産
性
向
上

や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
、
と
ち
ぎ
ビ
ジ
ネ
ス

Ａ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
し
た
請
願

〇�

自
動
車
関
係
諸
税
な
ど
の
見
直

し
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て　
ほ
か

　
県
政
の
総
合
企
画
調
整
、
雇
用
対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、

産
業
振
興
（
農
林
水
産
業
を
除
く
）、国
際
交
流
、観
光
の
振
興
、

会
計
管
理
、
監
査
そ
の
他
行
政
運
営
の
適
正
確
保
な
ど
に
つ
い

て
、
審
査
・
調
査
し
て
い
ま
す
。

［
委
員
会
開
催
回
数
９
回
］

審
査
・
調
査
の
概
要

　
人
口
減
少
対
策
、
県
立
大
学
の
設
置
の
是
非
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
を
見
据
え
た
観
光
振
興
、中
小
企
業・

小
規
模
企
業
の
復
興
と
振
興
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
審

査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
県
立
大
学
の
設
置
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
か

ら
行
う
意
見
聴
取
の
論
点
や
有
識
者
選
定
の
考
え
方
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
当
初
予
算
の
議
論
の
際
、
明
確
に
説
明
す

る
と
と
も
に
、
早
期
に
結
論
を
出
す

よ
う
県
当
局
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
景
観
を
観
光
振
興
に

活
用
し
た
取
り
組
み
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
状
況
、
市
町
村
と
連
携

し
た
人
口
減
少
対
策
等
に
つ
い
て
、

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
し
た
議
案

〇�「
強
じ
ん
な
美
し
国
ビ
ジ
ョ
ン
み

え
」
及
び
「
み
え
元
気
プ
ラ
ン
」

の
策
定　
ほ
か

　
生
活
文
化
行
政
の
推
進
、
環
境
保
全
の
推
進
、
廃
棄
物
対
策
、

農
林
水
産
業
の
振
興
な
ど
に
つ
い
て
、審
査・調
査
し
て
い
ま
す
。

［
委
員
会
開
催
回
数
８
回
］

審
査
・
調
査
の
概
要

　
脱
炭
素
社
会
等
へ
の
対
応
や
水
環
境
の
保
全
、
農
林
水
産
業

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
へ
の
対

応
、
農
林
水
産
業
と
福
祉
と
の
連
携
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
つ

い
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、「
強
じ
ん
な
美
し
国
ビ
ジ
ョ
ン
み
え
」
お
よ
び
「
み

え
元
気
プ
ラ
ン
」
の
最
終
案
に
つ
い
て
は
、
県
産
木
材
の
利
用

促
進
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
の
推
進
や
、
条
件
が
厳
し

い
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
振
興
を
十
分
に
取
り
組
ま
れ
る

よ
う
県
当
局
へ
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
他
の
自
治
体
に
お
け
る
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
活
や
公
共

施
設
群
の
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
、

藻
場
の
再
生
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
し
た
議
案

〇�

三
重
県
立
自
然
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案　
ほ
か

　
医
療
・
介
護
行
政
の
推
進
、
保
健
衛
生
行
政
の
推
進
、
子
ど

も
・
青
少
年
の
育
成
、
社
会
福
祉
・
社
会
保
障
の
推
進
、
病
院

事
業
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、
審
査
・
調
査
し
て
い
ま
す
。

［
委
員
会
開
催
回
数
９
回
］

審
査
・
調
査
の
概
要

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
は
じ
め
、
子
ど
も
が

豊
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
や
地
域
共
生
の
社
会
づ
く
り
等
の
課

題
に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
子
ど
も
の
貧
困
や
虐
待
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
対

応
と
い
っ
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
社
会
課
題
、
地
域
課

題
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
向
け
、
総

務
省
準
公
営
企
業
室
か
ら
参
考
人

を
招
致
し
、
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
し
た
請
願

〇�

知
的
障
害
者
福
祉
法
の
改
正
及

び
障
害
者
福
祉
施
設
職
員
の
安

定
的
な
雇
用
に
向
け
た
必
要
な

支
援
に
係
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て　
ほ
か

　
危
機
管
理
・
防
災
対
策
の
推
進
、
公
共
土
木
施
設
の
整
備
・

維
持
管
理
、
都
市
計
画
・
住
宅
・
そ
の
他
土
木
行
政
の
推
進
、

公
営
企
業
（
病
院
事
業
を
除
く
）
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、
審

査
・
調
査
し
て
い
ま
す
。

［
委
員
会
開
催
回
数
８
回
］

審
査
・
調
査
の
概
要

　
防
災
・
減
災
対
策
や
、
道
路
整
備
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
地
域
づ
く
り
、
水
道
お
よ
び
工
業
用
水
道
の
耐
震
化
・
老

朽
化
対
策
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
特
に
、
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て
、
市
町
に
出
向
き
消
防

団
員
の
詳
細
な
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
実
効
性

の
あ
る
取
り
組
み
を
県
全
体
で
進
め
る
よ
う
県
当
局
に
要
望
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
状
況
・
気
象
情
報
・

河
川
氾
濫
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
一
元
管
理
す
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
の
取
り
組
み

や
震
災
伝
承
活
動
に
つ
い
て
、
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
し
た
議
案

〇�

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て　

ほ
か

　
学
校
教
育
の
充
実
、
社
会
教
育
・
文
化
財
保
護
行
政
の
推
進
、

警
察
の
組
織・運
営
な
ど
に
つ
い
て
、審
査・調
査
し
て
い
ま
す
。

［
委
員
会
開
催
回
数
８
回
］

審
査
・
調
査
の
概
要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
児
童
生
徒
へ
の
影

響
や
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
の
推
進
や
総
合
的
な
犯
罪
対
策
な
ど
に
つ
い
て
審
査
・

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
対
応
に
つ

い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
は
異
な
る
環
境
で
過
ご
し
て
い
る
児
童

生
徒
の
心
身
へ
の
影
響
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
今
後
の
施
策

の
検
討
に
生
か
す
よ
う
県
当
局
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
現
場
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
被
災
し
た
文
化
財

の
状
況
と
復
旧
に
向
け
た
取
り
組

み
、
災
害
時
に
お
け
る
警
察
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

審
査
し
た
議
案

〇�「
三
重
県
立
熊
野
少
年
自
然
の
家

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
」　
ほ
か

とちぎビジネスＡＩセンターの調査
（オンライン形式）

脱炭素化の取り組みに関する調査
（北海道）

気仙沼市議会での調査（宮城県）

子どもの自立支援に関する調査
（大阪府）

教育現場におけるＩＣＴ活用につい
ての調査（熊本県）

人口減少対策に関する調査（北海道）

※開催回数は、令和４年５月 19日から
　令和５年２月 28日までのものです。
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次回の発行は、令和５年（2023年）５月１日（月）です。
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予
算
決
算 

常
任
委
員
会

花
や
木
で
健
や
か
な
三
重
を
つ
く
る

条
例
策
定
調
査 

特
別
委
員
会

　
予
算
・
決
算
な
ど
県
財
政
全
般
に
つ
い
て
審
査
・
調
査
し
て

い
ま
す
。

［
委
員
会
開
催
回
数
16
回
］［
各
分
科
会
開
催
回
数
55
回
］

審
査
・
調
査
の
概
要

　
本
委
員
会
は
議
長
を
除
く
議
員
全
員
が
所
属
し
、
部
局
別
に

６
つ
の
分
科
会
を
設
け
、
年
間
を
通
じ
て
予
算
議
案
・
決
算
議

案
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
細
に
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
な
ど
速
や
か
に
実
行
し
て
い
く

た
め
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
各
定
例
月
会
議
に
お
い
て
迅

速
か
つ
適
切
に
審
議
す
る
と
と
も
に
、
予
算
決
算
の
総
括
的
な

立
場
か
ら
、人
口
減
少
対
策
へ
の
対
応
や
財
政
運
営
に
つ
い
て
、

今
後
の
県
政
運
営
等
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
知
事
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
新
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
は
、
予
算
編
成
が
始
ま
る
以
前
の

段
階
か
ら
調
査
を
行
い
、
議
会
の
意

見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま

し
た
。

審
査
し
た
議
案

〇�

令
和
３
年
度
三
重
県
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算　
ほ
か

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
通
し
、
花
や
木
で
美
し
い
三
重
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
等
に
よ
り
、
心
身
と
も
に
健

や
か
な
県
民
の
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の
条
例
の
策
定
に
向

け
、
調
査
・
検
討
し
て
い
ま
す
。

［
委
員
会
開
催
回
数
15
回
］

調
査
・
検
討
の
概
要

　
令
和
４
年
度
は
、
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
花
や
緑
に
関
す

る
調
査
を
踏
ま
え
、
条
例
案
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
条
例
案
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
実
効
性
を
高
め
る
た

め
、
令
和
４
年
７
月
に
富
山
県
を
実
際
に
訪
れ
、
花
や
緑
の
活

用
を
推
進
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
令
和
４
年
12
月
に
は
、
委
員
会
で
取
り
ま
と
め
た

条
例
案
の
中
間
案
に
つ
い
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
受
け
て
作
成
し
た
条
例
案

の
最
終
案
を
令
和
５
年
２
月
の
全

員
協
議
会
に
お
い
て
説
明
し
、
そ
の

内
容
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
条
例
案
で
は
、
花
と

み
ど
り
の
活
用
を
推
進
す
る
た
め

の
基
本
理
念
や
県
の
責
務
、
花
と
み

ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
基

本
的
施
策
等
を
定
め
て
い
ま
す
。

委員会の様子

主
な
開
催
実
績

１
月

18
日　
本
会
議
（
開
会
）

　
　
　
　
議
案
２
件
上
程
・
可
決

　
　
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
各
分
科
会

　
　
　
　
議
案
の
審
査
、
所
管
事
項
の
調
査

　
　
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　
　
議
案
の
審
査

26
日　
戦
略
企
画
雇
用
経
済
常
任
委
員
会

　
　
　
　
所
管
事
項
の
調
査

２
月

２
日　

�

花
や
木
で
健
や
か
な
三
重
を
つ
く
る
条
例
策
定
調

査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
へ
の
対
応

案
の
検
討
に
つ
い
て　
他

７
日　

�

花
や
木
で
健
や
か
な
三
重
を
つ
く
る
条
例
策
定
調

査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
条
例
案
に
つ
い
て　
他

※�

こ
の
他
に
も
、
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
改
革
推
進
会

議
役
員
会
、代
表
者
会
議
、全
員
協
議
会
、議
案
聴
取
会
、

広
聴
広
報
会
議
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

※�

本
会
議
等
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や
録
画
配
信
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

審
議
結
果

 

開
会
会
議（
１
月
18
日
）

 

可
決
し
た
議
案

予
算

○
令
和
４
年
度
三
重
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　
ほ
か
１
件

※�

議
案
の
概
要
、
議
員
別
の
賛
否
等
の
状
況
な
ど
は
、
県

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
本
会
議
」
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

花や緑の活用を推進する取り組み
に関する調査（富山県）

　
三
重
県
議
会
基
本
条
例
で
は
、
他
の
自
治
体
議
会
と

の
連
携
を
重
要
な
取
り
組
み
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
県
内
共
通
の
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
伊
勢
湾
の
黒
ノ
リ
、
ア
サ
リ
等
の
水
産

資
源
の
減
少
に
つ
い
て
、
１
月
25
日
、
三
重
県
議
会
、

三
重
県
市
議
会
議
長
会
（
津
市
議
会
議
長
）、
三
重
県

町
村
議
会
議
長
会
（
川
越
町
議
会
議
長
）
の
三
議
長
が

水
産
庁
を
訪
問
し
、
水
産
庁
次
長
に
対
し
て
、
的
確
な

栄
養
塩
類
管
理
の
た
め

に
関
係
省
庁
が
連
携
し

て
、「
き
れ
い
さ
」と「
豊

か
さ
」
が
調
和
し
た
伊

勢
湾
の
実
現
に
向
け
た

更
な
る
調
査
・
研
究
を

推
進
す
る
こ
と
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。

　

休
会
中
に
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定

で
、
県
の
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
安

否
報
告
訓
練
を
１
月
18
日
に
、
地
震
発
生
か
ら
72
時
間

経
過
後
に
自
動
参
集
に
よ
り
開
催
す
る
災
害
対
策
会
議

の
訓
練
を
２
月
１
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
災
害
対
策
会
議
に
つ
い
て
は
、
交
通
網
等
が
途
絶
え

て
参
集
で
き
な
い
場
合
を
想
定
し
、
正
副
議
長
を
除
く

全
て
の
構
成
員
が
自
宅
な
ど
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ

て
会
議
を
試
行
し
、
安
否
報
告
訓
練
の
実
施
結
果
や
被

害
状
況
（
訓
練
デ
ー
タ
）
を
共
有
す
る
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　
三
重
県
議
会
で
は
議
員
任
期
４
年
間
で
特
に
注
力
し

て
実
施
す
べ
き
取
り
組
み
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
評

価
の
仕
組
み
を
ま
と
め
た
「
三
重
県
議
会 

議
会
活
動

計
画
」
を
議
員
任
期
の
最
初
で
あ
る
令
和
元
年
度
に
策

定
し
、
毎
年
度
取
り
組
み
の
評
価
を
行
い
、
改
善
へ
と

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
こ
の
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
４

年
間
の
活
動
を
検
証
す
る
た
め
、
県
民
意
識
調
査
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
複
数
の
外
部
有
識
者
か
ら
評
価
を

受
け
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
と
今
後
の
対
応

の
方
向
性
に
つ
い
て
次
期
改
選
後(

令
和
５
年
５
月)

以
降
の
県
議
会
活
動
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
提
言
と
い
う

形
で
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
提
言
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
９
日
（
日
）
は
三
重
県
議
会
議
員
選

挙
（
一
般
選
挙
）
の
投
票
日
で
す
。

　
令
和
３
年
５
月
、
地
域
間
の
均
衡
を
考
慮
し
つ
つ
、

県
内
の
各
選
挙
区
間
に
お
け
る
一
票
の
格
差
の
是
正
等

を
図
る
た
め
、「
三
重
県
議
会
の
議
員
の
定
数
並
び
に

選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の

数
に
関
す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
選
挙
区
と
定
数
が
改
定
さ
れ
て
か

ら
初
の
三
重
県
議
会
議
員
選
挙
で
す
。

要望活動の様子
議会改革の
さまざまな取り組み

〈
改
正
内
容
〉

・
定
数
を
51
人
か
ら
48
人
と
す
る

伊
勢
市
選
挙
区
（
定
数
４
人
）

鳥
羽
市
選
挙
区
（
定
数
１
人
）

尾
鷲
市・北
牟
婁
郡
選
挙
区（
定
数
２
人
）

熊
野
市・南
牟
婁
郡
選
挙
区（
定
数
２
人
）

伊
賀
市
選
挙
区（
定
数
３
人
）

伊
勢
市
・
鳥
羽
市
選
挙
区

（
定
数
４
人
）

東
紀
州
選
挙
区（
定
数
３
人
）

伊
賀
市
選
挙
区（
定
数
２
人
）

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
へ
の
義
援
金

　
令
和
５
年
２
月
に
発
生
し
た
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地

震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
議
会
で
は
、
２
月
16
日
に
開
催
し
た
代
表
者
会

議
に
お
い
て
、
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
両
国
に
30
万

円
の
義
援
金
を
議
員
の
拠
出
に
よ
り
送
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
３
月
３
日
に
、
日
本
赤
十
字
社

三
重
県
支
部
に
義
援
金
を
寄
託
し
ま
し
た
。

審
議
結
果
と
主
な
開
催
実
績

　

市
議
会
議
長
会
お
よ
び
町
村
議
会

議
長
会
と
共
に
要
望
活
動
を
実
施

大
規
模
地
震
対
応
訓
練
を
実
施

４
年
間
を
通
し
た
議
会
活
動
の
評
価

お
よ
び
次
期
改
選
後
議
会
へ
の
提
言

三
重
県
議
会
議
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

※
令
和
５
年
２
月
14
日
ま
で


